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「あいづち」は会話を円滑に進めていくために欠かせない要素である。稿者は中国人日本

語話者として、あいづちを誤って使ってしまい、相手に誤解されたり、思わず失礼なこと

になったりする経験があって、先生とのコミュニケーションにうまく取れないことで一時

的に落ち込んでしまった。また、一時帰国した際には、頻繁にあいづちを打つことで年配

者に叱られたこともあった。しかし、あいづちにおける数多くの先行研究には、学習者に

よる接触場面におけるあいづちに関する研究はあるが、母語場面におけるあいづちの特徴

に焦点を当てた研究はあまり見られない。本研究では、あいづちの表現形式の中で一番多

く見られるあいづち詞に焦点を当て、「形式」、「頻度」、「機能」から中国人日本語話者が接

触場面と母語場面で会話する時はどのような特徴があるかを明らかにすることを目的とす

る。その結果は以下のようにまとめられる。 

1） あいづち詞の形式について、接触場面では単独型の「うん系」あいづち詞が最も多

く使用されていることが分かった。「え系」あいづち詞は使用しない傾向がある意識

的に使っていることに変化していることが分かった。また、母語場面では、「嗯〔en〕

系」あいづち詞が多用されていることが分かった。母語場面においても接触場面に

おいても発音が似ている「うん系」と「嗯〔en〕系」あいづち詞を多用する傾向が

ある。日本語の「え系」を意識的に会話で用いた一人の調査協力者のみ母語である

中国語の会話でも使用していることが分かった。接触場面においても母語場面にお

いても冒頭が似ている「あ+○系」と「啊+○〔a+○〕系」を多用していることが分

かった。 

2） 日中のあいづちの頻度の違いについて、中国語でのあいづち詞を打つ頻度は日本語

のそれより低く、約 2 分の 1 である。日本語のあいづち詞を打つ頻度が高い人は中

国語の頻度も高く、日本語のあいづち詞を打つ頻度が低い人は中国語の頻度も低い

という傾向があることがわかった。中国人日本語話者のあいづちの打つ頻度は日本

にいる滞在期間と関わっている。 

3） 機能面では、接触場面と母語場面における「うん系」あいづち詞と「嗯〔en〕系」

あいづち詞を多用する理由については、単に発音が似ているだけではなく、機能と

して多く見られたのが両者とも「聞いている表示」と「同意・共感の表明」であり、

その点でも共通していることが明らかになった。従来、終助詞として扱われること

が多く「ね」があいづち詞として主に「同意・共感の表明」の機能をしていること

が明らかになった。また、中国語のあいづちでは「ネット用語」が「感情の表示」

として機能していることが明らかになった。 

4） 会話相手の印象について日本人側は特に違和感がないと述べている。中国人側はあ

いづちを多く打つことにより、「真面目に聞いていない」というマイナスの印象をも

たらしている。 

本研究は中国人日本語話者の接触場面と母語場面におけるあいづちの特徴を明ら

かにすることで、日本語教育におけるあいづち指導、中日接触場面における相互理

解への示唆を得られると考えるからである。 
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